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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，西欧主要国を基軸とした既成の近代建築解釈に新たな視点からの再読を試
みるものとして，周辺国における近代主義の批判的受容のありようを解明することであり，いわば発展性や新規性を命
題とする正統モダニズムとは対照的に，受容力や穏健さに基づく〈カウンター・モダニズム〉のありようを明らかにす
ることである。本助成による研究期間においては，ギリシアの建築家ディミトリス・ピキオニスの思想と作品に関する
分析，考察を進める計画であったが，文献や作品集の資料収集は概ね完了したものの，近年の欧州における経済，治安
情勢の悪化などのため，現地調査を十分に実施できず，研究としては課題を残す結果となった。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research project is to reinterpret the established acknowledge 
about movement of modernism developed in main countries in Western Europe from a new viewpoint that may 
be able to elucidate the another acceptance of modernism in neighboring countries. This critical attitude 
to "orthodox" modernism can be named "counter-modernism" which is based on the concept of inclusiveness 
and moderation as contrast with evolvability and novelty. In this research period, analysis and 
investigation were planned about thought and works of Greek architect, Dimitris Pikionis. However 
sufficient level of research materials have been collected, indispensable on-site investigations have not 
been accomplished because of serious situations of economy and public safety in Europe. In these 
circumstances, some challenges have remained untouched and on-going after this priod.

研究分野： 工学
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１．研究開始当初の背景 
 建築における２０世紀とは，当時の社会構
造や産業構造の劇的な変換にともなって，過
去に例を見ない変革を遂げた時代であり，そ
れ以前とはまったく異なる時代精神に基づ
いた時代であったということができる。この
ような時代精神を牽引したのが，「新規性」
や「変化」，「国際性」などの概念であり，こ
れらに伴い，アール・ヌーヴォーやゼセッシ
ョン，インターナショナル・スタイルなどの
数多くの建築運動が勃興したことは周知の
事実である。すなわち，２０世紀のモダニズ
ムとは，過去からの分離，訣別という否定的
契機を出自とすることによって，自らの変革
性，発展性を専らの存在理由とすることが宿
命づけられたということができるであろう。
しかし世紀の転換を経た現在，ややもすると
急進的な革新を想定しがちであった従来の
モダニズムにおける変化，拡張，成長の概念
は，地球規模での環境問題や，我が国をはじ
め先進諸国で取り組まれつつあるコンパク
トシティ構想，持続可能型社会の構築など，
今日より穏健的で安定的な持続性，縮小可能
性，成熟などの概念へと転換しつつある。 
 建築思想史におけるこうしたモダニズム
再考の動向は，すでに１９５０年代にその萌
芽を認めることができる。未曾有の戦禍のの
ち，世紀の後半にさしかかる時代背景のなか
で，ＣＩＡＭ（近代建築国際会議，1928-1959）
に代表される建築運動はその英雄性や国際
性が反省され，各国固有の風土に根ざした匿
名性や地域性が重視されるようになる。こう
した近代建築への批判的な視点は，昨今の建
築史研究においても新しい動向として重視
されつつあり，いわゆる発展的歴史観によっ
ては必ずしも注目されなかった潜在的な事
象や，時代の趨勢を受容するようにして衰え
てゆく様式などが，むしろ歴史上では新たな
価値観の萌芽を逆説的にもたらしていると
いう今日の史的ダイナミズムへの関心と連
動するものである。 
 
２．研究の目的 
	 本研究は，上述の背景に基づき，モダニズ
ムの雄弁さの裏面に伏在する沈黙の史的事
象に注目し，これをモダニズムに対置される
べき〈カウンター・モダニズム〉として見定
めることで，いわゆる巨匠たちによる既成の
歴史に彩られた近代建築史に並行する，もう
ひとつのモダニズムの実相の解明を試みる。
これにより，批判的態度によって見出された，
新しい歴史観の獲得をめざすものである。 
	 具体的には，本研究で見定めるべき〈カウ
ンター・モダニズム〉のきわめて早い先駆者
として，建築家ディミトリス・ピキオニス
（Dimitris Pikionis, 1887-1968）の業績を取
り上げ，その思想と作品の分析を行う。ピキ
オニスはル・コルビュジエやミース・ファ
ン・デル・ローエらと同世代でありながら，
かれら巨匠たちが引き受けたようなモダニ

ズムの国際的主導者となることなく，母国で
あるギリシアでの活動にとどまり続けた。ジ
ョルジョ・デ・キリコら近代芸術家との交流
を経たのちにかれが建築作品として具現化
したものは，単純なモダニズムの系譜に位置
づけることが困難な作品が多い。その代表的
なものとして，「アクロポリスのランドスケ
ープ計画」および「セント・ディミトリス・
ロンバルディアリス教会」（図１および図２，
1951-1957）や，「フィロセイの児童公園」
（1960-1965）などを挙げることができる。
これらの作品では，いずれもギリシアに古く
から伝わる舗石のパターンや建築構法など
が，近代絵画の見出した新しい視覚表現のも
とで再構成されている。とりわけアクロポリ
スの作品では，世界でもっともよく知られた
歴史遺産の見学ルートを新たに計画したも
のでありながら，もはや表層的な近代性は捨
象され，もはや２０世紀の作品であるという
印象すら期待されていない。すなわち，ピキ
オニスの作品においては，モダニズムはあく
まで形態の背景に隠されることによって逆
説的に堅固に継承されるという，同時代の近
代建築とはまったく反対の方法が先駆的に
主題化されているのである。本件研究ではこ
うしたモダニズムへの潜在的応答のありか
たを〈カウンター・モダニズム〉の事例とし
て取り上げることで，上述の新しい歴史観に
向けた知見の獲得をめざすものである。ピキ
オニスの思想と作品についての国際的評価
は，建築史家ケネス・フランプトンによる論
考が数件見られるほかには，その重要性を指
摘するものは少ない。モダニズムの主要国か
らみたギリシアという地域的，文化的，言語
的な懸隔がその要因と考えられるが，むしろ
それゆえに，モダニズムへの反省的視点にた
つ本研究の主題には適した対象でもあると
いえる。本研究では国際的にみても萌芽的な
取り組みとして，ピキオニスの作品および思
想についての基礎的研究に着手する。研究方
法は本研究者がこれまでに確立してきた方
法を援用し，徹底した言説解読と，作品の制
作過程についての図式的解明を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１(右) アクロポリスのランドスケープ計画 
図２(左) セント・ディミトリス・ロンバルディ 
     アリス教会 

（両図とも筆者撮影） 



 

 

３．研究の方法 
	 本研究は，ディミトリス・ピキオニスの建
築思想と作品について，以下の２つのアスペ
クトからなる方法によって分析，考察を行う
ことで，近代建築思想史を包括的に再解読す
ると同時に，建築家の思想の独自性について
の解明を進め，これらの重層的探求を試みる。	
〈方法Ａ〉近代建築に関わる基礎的資料の収集，
分析──〈カウンター・モダニズム〉への問い	
	 モダニズム主要国における建築思潮を改
めて確認するとともに，これを受容し応答す
る史的運動としての〈カウンター・モダニズ
ム〉の萌芽的事象について，歴史的，思想的
解釈を行う。具体的には，ピキオニスと同時
代のモダニズム主要国における建築思想の
展開について改めて知見を獲得するととも
に，近代芸術や近代哲学についての文献を収
集し，包括的な時代背景の理解を深める。と
りわけピキオニスが交流をもったデ・キリコ
についての資料や，同じくピキオニスが画家
を志す契機となったセザンヌらによる近代
絵画に関する資料から，本研究における背景
的知識の獲得を図る。また，２０世紀後半に
おいて近代建築の批判的継承を主導した建
築家アルド・ファン・アイクによるピキオニ
スの評価から，ピキオニスの今日的意義を見
出す手がかりを得る。	
〈方法Ｂ〉：西欧周辺国とくにギリシアにおける近代
建築思想の解明──ピキオニスの思想と作品への問い	
	 モダニズムの草創期から展開期にかけて
独自の活動をおこなったピキオニスの思想
と作品についての考察に着手し，本研究にお
けるひとつの定点の獲得を試みる。ピキオニ
スの資料は数点の書籍を除き，ギリシア国内
に限られた出版物である。またその発行部数
も限られており，国外での入手は困難である
ことが多い。研究に着手するにあたり，ピキ
オニスが教職を得た国立アテネ工科大学や，
ピキオニスのドローイング等を数多く収集
するベナキ美術館など，各アーカイブへの現
地訪問を実施することにより，資料群の全容
解明を行うとともに，それらの収集を行う。
また，作品については，上述の研究目的とし
て挙げたもののほか，ギリシア各地に残って
いる小学校やホテルなどがあり，これらにつ
いての現地調査を行うことにより，いわゆる
インターナショナル・スタイルが多く取り入	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
図３ 「ロダキス・ハウス」（筆者撮影）	

れられることの多いビルディング・タイプに
おいて，ピキオニスがどのように地域性や伝
統と近代主義との調停を図ったのかを明ら
かにする。さらに，ピキオニスがエーゲ海の
エギナ島において「清貧」なる生活の具現化
として見出した民家「ロダキス・ハウス」（図
３）の現状についても調査を行う。	
	
４．研究成果 
	 ＜方法Ａ＞に示したとおり，ディミトリ
ス・ピキオニスの今日的意義を確認するため，
２０世紀後半の近代建築運動を主導したア
ルド・ファン・アイクの建築思想によるピキ
オニス評価や，これに関わる諸概念の分析を
行った。ファン・アイクの論考を解読するこ
とによって，近代が獲得した空間経験におけ
る主体性の限界を克服しうる，外部性への
「開け」や「超越性」を鍵語とした前-主体
性，あるいは主体に絶対的に先行する他者性
へ向けての，遡行的視座を獲得することがで
きた。このことは，いわば西欧の近代建築主
要国からみた「他者」としてのギリシアなど
の周辺国との遭遇や，あるいは，近代建築を
受容する各国内における近代性と，その「他
者」としての独自の伝統との和合などの問題
に重ねあわせて理解することができる可能
性を示していると考えられる。	
	 また，＜方法Ｂ＞による研究の成果として
は，ピキオニス関連の資料収集が一定の水準
に達したことを挙げることができる。ピキオ
ニスの資料は数点の書籍を除き，ギリシア国
内に限られた出版物である。またその発行部
数も限られており，国外での入手は困難であ
ることが多いが，現地古書店や博物館との連
絡を経て，ピキオニスの論考集やスケッチの
図録などを入手することができた。これらの
資料に基づき，現在，かれの思索の基本的な
構造や作品の所在についての詳細な情報を
把握するに至っている。そのうえで，ピキオ
ニスが教職を得た国立アテネ工科大学や，ピ
キオニスのドローイング等を数多く収集す
るベナキ美術館など，各アーカイブへの現地
訪問を実施する計画であったが，昨今のヨー
ロッパ各地の経済，治安情勢の悪化により，
現地への渡航計画を何回か断念せざるを得
ない状況が続いた。研究期間を延長してさら
なる渡航の機会を待ったが，十分に条件が整
わず，現地調査を断念せざるを得なかった。	
	 いくらかの課題を残す結果となったが，本
研究の一環として，近代建築における様々な
思索の方法を概観し，整理する作業について
は継続的に取り組んだ。近年刊行となった建
築論の概説書の邦訳作業は，その成果のひと
つである。建築と哲学的思索との関わり合い
や，建築における言語の作用，建築の歴史の
意義などについてあらためて理解を深める
ことによって，建築思想を別の分野の視点か
ら再解釈するという，＜カウンター・モダニ
ズム＞の本質といえる，モダニズムの相対化
へとつながる知見を得ることができた。	
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